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Cli][j】= ∑ l/Nli]* (∑B[k]lJ]*pk(t)/N[k])*遷移確率 - (5)
i⇒jの可能な遷移 k
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図 1 2進未申の部分2進木員数 図2 探索成功確率の時間発展
･対角成分は2進木本体 ･突然変異 10%､交叉8哨
･部分2進木は3層以下 ･初期存在確率は1/26
4.結論
簡略化した2進木モデルに串って､2進木の集合が大きな理想的な系という仮定のもと､
探索成功確率の時系列計算を行うた｡その結果､次の結論を得た｡
(日 工ネルギーEの値が小さければ､探索成功確率はランダムサーチに比較して､定数オ
ーダ程度の有効性が認められる｡
(2)交叉は､突然変異のみの場合に比較してわずかながら有効性を示す｡
但し､両者とも､エネルギーと探索成功確率の間には､順序関係がそのまま成り立つわけで
はなく､問題依存性 (乱数によるエネルギー設定)を示す｡
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